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研究成果の概要（和文）：重要な生薬の１つの甘草の基原植物である Glycyrrhiza 属植物におけ

る多様性を明らかにするため、世界各地でこれまで採集してきた Glycyrrhiza 属植物の遺伝子

型と成分型を比較解析して両者の対応関係を明らかにするとともに、中国の甘草産地の現地調

査を中国の研究者と共に行った。 その結果、代表的な Glycyrrhiza 属植物である G. uralensis
は中国型とカザフスタン型の２種類のグループに分類され、成分型と遺伝子型によりそれぞれ

分類したグループがほぼ一致した。 また、人工気象器内での筒栽培により、甘味成分であるグ

リチルリチン酸を高生産する G. uralensis 系統 (T628 and 01A07-1) を選抜するとともに、グ

リチルリチン酸を含有せず、替わりにグリチルリチン酸とは糖鎖構造の異なる新規サポニンを

生産する G. uralensis 系統(83-555)を見いだした。 
 
研究成果の概要（英文）：Comparative analysis of Glycyrrhiza plants based on the DNA 
sequence and chemical constituents were performed to characterize the variation of G. 
uralensis, which is one of the most important medicinal plants in the world. G. uralensis 
was divided into the two types, China-type and Kazakstan-type, based on the DNA sequences 
(pkr genotype) and chemical constituents in the leaves (chemotype). There was correlation 
between the pkr genotype and chemotype of G. uralesis. Furthermore, high 
glycyrrhizin-producing strains (T628 and 01A07-1) and a glycyrrhizin-deficient stain 
(83-555) were selected from the populations of G. uralensis. 
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１．研究開始当初の背景 
 甘草は世界中で多量に消費される重要な
生薬の１つであるが、その供給は中国北部か

らトルコにかけて分布している野生資源に
依存しているのが現状である。また、甘草の
基原植物である Glycyrrhiza uralensis,G. 
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glabra, G. inflata 等のカンゾウ属植物には
多様な成分変異が存在することが知られて
いるが、その成分変異の遺伝的背景の全貌は
明らかではない。さらに、現在のカンゾウ自
生地では甘草資源の乱穫による枯渇が問題
になっているが、品質の優良な甘草の安定供
給のためには、世界各地から輸入されている
甘草の多様性を明らかにするとともに、その
栽培化が必要であるが、カンゾウ属植物の栽
培では甘味主成分のグリチルリチン酸の含
量が低いことが問題になっており、グリチル
リチン酸含量の高い優良系統の育成が求め
られている。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、良質な甘草の安定供給を目的
として、甘草の基原植物であるカンゾウ属植
物の多様性を、遺伝子配列を基準とした遺伝
子型と成分変異を基準とした成分型で分類
することで、カンゾウ属植物の多様性の全貌
を明らかにするとともに、多様なカンゾウ属
植物系統の中からグリチルリチン酸高生産
株などのユニークな成分変異を持つ優良系
統を選抜することを試みた。 
 
３．研究の方法 
 
（１）研究代表者がスペイン、トルコ、中央
アジアなどの世界各地で採集してきたカン
ゾウ属植物系統の pkr 遺伝子型を PCR により
解析するとともに、地下部と地上部の成分型
を HPLC 分析により解析し、遺伝子型と成分
型の対応関係を明らかにした。 
 
（２）中国の甘草産地の現地調査を中国の研
究者と共に行い、新彊甘草の産地である中国
新彊ウイグル自治区と西北甘草の産地であ
る中国寧夏回族自治区の計２カ所の中国国
内の自生地を調査するとともに、自生する植
物の形態、pkr 遺伝子型、地下部と地上部の
の成分型を比較して解析した。 
 
（３）収集した植物系統を岩手医科大学の薬
用植物園の圃場において栽培するとともに、
人工気象器内で地下茎を生成させる筒栽培
を用いて多数の系統を実験室内で栽培し、甘
草の甘味主成分であるグリチルリチン酸の
高生産系統や、グリチルリチン酸非生産系統
等のユニークな成分変異系統を選抜し、これ
らの系統の含有成分を HPLCにより解析した。 
 
４．研究成果 
 
（１）世界各地で採集したカンゾウ属植物の
標本由来の葉をサンプルとして、葉の成分型
と pkr 遺伝子型を決定した。その結果、葉の

成分型と pkr遺伝子型には大きな変異が存在
するが、成分型と遺伝子型の間にはある程度
の相関関係が見られた。特に G. uralensis
に関しては、カザフ型と中国型の２種類のグ
ループに分類され、形態的特徴、成分型、遺
伝子型の３者による分類がほぼ一致した。中
国型の代表的なpkr遺伝子型は5-5-AGATTGTC
となる一方、カザフ型の代表的な pkr 遺伝子
型は 7-3-GGGAGGCT となり、約 300bp の pkr
遺伝子の部分塩基配列の中で、２カ所の SSR
の繰り返し回数の違いと６カ所の SNPs の変
異が観察された。また、両者の遺伝子型が混
在しているサンプルも多数存在することこ
とから、今後は集団遺伝学的な解析が必要で
あると考えられた。 
 
（２）中国復旦大学の生命科学学院の周銅水
博士の協力を得て、2007 年の夏には新彊甘草
の産地である中国新彊ウイグル自治区の甘
草自生地の現地調査を、2008 年の夏には西北
甘草の産地である中国寧夏回族自治区の甘
草自生地の現地調査を行うとともに、日本で
流通している甘草の市場品を入手した。中国
の新彊ウイグル自治区の甘草自生地では、G. 
glabra, G. uralensis, G. inflata の３種の
カンゾウ属植物が混在し、これら３種の中間
型と思われる個体も多数存在していた。 こ
れらの成分型と遺伝子型を比較したところ、
非常に大きな変異が観察されたことから、複
雑な交配による雑種形成が繰り返されてき
たことが示唆された。 また、中国の西北甘
草の産地における G. uralensis の遺伝子型
においても、予想以上の大きな遺伝子型の変
異が存在することが明らかになった。 
 
（３）世界各地で採集したカンゾウ属植物の
種子を発芽させ、人工照明下で筒栽培により
栽培した。筒栽培で２ヶ月間栽培した地下茎
におけるグリチルリチン酸含量を測定した
ところ、乾燥重あたり 0.1%から 2.3%となり、
系統間で大きな違いがあった。特にG. glabra, 
G. uralensis, G. inflata の３種のカンゾウ
属植物で比較したところ、G. uralensis の系
統のグリチルリチン酸含量の平均が 1%程度
の高い数値だったのに対して、G. glabra の
系統のグリチルリチン酸含量の平均は 0.5%
程度と低かった。なお、選抜したグリチルリ
チン酸高生産系統は試験管内で増殖すると
ともに、選抜個体を圃場に定植して栽培して
解析した。 
（４）人工気象器内で選抜した植物系統を２
年間圃場で栽培し、グリチルリチン酸の生産
能を比較した。その結果、人工気象器内の栽
培で高含量を示した G. uralensis の選抜系
統（T628）は２年間の屋外での短い栽培期間
にもかかわらず、根で 3.76%、ストロン（地
下茎）で 5.01%となり、局方の下限値の 2.5%



に比較して非常に高含量なグリチルリチン
酸含量を示した。また、この系統は地下部の
生長も良く、この点からも優良系統であると
考えられた。今後は、この系統と別途人工気
象器内で選抜した他の G. uralensis の高生
産系統（01A07-1）を実験室内で大量栽培し、
グリチルリチン高生産株と低生産株の違い
を遺伝子発現レベルで比較していく予定で
ある。 
 
（５）これまでに収集した栽培系統の中から、
G. uralensisのグリチルリチン酸非生産系統
（83-555）を発見し、グリチルリチン酸の替
わりに生産している主サポニンとして新規
サポニン glucoglycyrrhizn（図１）を同定す
るとともに、さらに４種の新規サポニンを単
離同定した。これらの新規のサポニンはグリ
チルリチン酸とは糖鎖の構造が違っている
が、グリチルリチン酸と同様の甘味を持つ。
今後はこれらの成分の機能性をグリチルリ
チン酸と比較して行く予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

図１グリチルリチン酸非生産系統の生産す
る新規サポニン glucoglycyrrhizin の構造 
 
また 83-555 系統の子孫系統からも、新規サ
ポニンの生産株（83-555-5,7）を選抜し現在
圃場で栽培しているところである。なお、こ
れらの子孫系統の中には G. glabra との雑種
と考えられる系統（83-555-2）も確認され、
今後はこれらの系統の形態、成分型、遺伝子
型を詳細に比較解析していく予定である。 
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